
　数名の参加者があれば、ご
希望の場所へ伺って認知症を
正しく理解していただくため
の講座を開講します。およそ

90分の講義です。詳し
くは、地域支援課まで。

出前講座します！

シリーズ「正しく知ろう認知症」 シリーズ「正しく知ろう認知症」 VOL.11 シリーズ「正しく知ろう認知症」 シリーズ「正しく知ろう認知症」 VOL.8

問
い
合
わ
せ

地
域
支
援
課
支
援
セ
ン
タ
ー
係

1
8
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6
ー
1
2
3
4

（
内
線
3
5
4
1
、3
5
4
2
）

　
今
回
は
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど

の
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の

権
利
や
財
産
を
守
り
、
悪
質
商
法

な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
公
的
な
仕
組
み
で
あ

る
「
成
年
後
見
制
度
」
と
「
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
危

険
で
す
よ
」「
健
康
に
い
い
か
ら
」

な
ど
と
言
っ
て
、
高
額
な
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
契
約
さ
せ
た
り
、
寝

具
や
浄
水
器
を
売
り
つ
け
た
り
す

る
悪
質
商
法
や
、
電
話
や
は
が
き

で
金
銭
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
被
害

に
あ
う
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
で
周
囲

に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
方

や
、
認
知
症
で
判
断
力
が
十
分
で

な
い
人
な
ど
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
契
約
や
、

不
動
産
の
処
分
、
遺
産
分
割
を
す

る
際
な
ど
に
、
本
人
が
十
分
に
意

思
表
示
で
き
な
い
た
め
に
不
利
益

を
被
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
自
分
や
家
族
の
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の

制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問い合わせ　地域支援課　支援センター係　1876ー1234　（内線3541、3542）

　認知症の高齢者、知的障害者、精神障害者等
で精神上の理由のために日常生活を営むのに支
障がある方

　認知症の高齢者、知的障害者、精神障害者等
で精神上の障害のために判断能力が不十分な方

　社会福祉協議会の専門員と生活支援員
（都道府県社会福祉協議会が市町村社会福祉協議
会とともに事業運営しています。）

　本人の判断能力の程度に応じて家庭裁判所に
選任された後見人等（本人にとって最も適当と
思われる人を、家庭裁判所が選任）

　支援計画作成までは無料。利用開始後は、１
時間 1,500 円程度の利用料がかかる。

　申立手数料や登記費用、鑑定費用などを合わ
せて７万円程度。

　本人や家族などが住所地の社会福祉協議会に
申し込む。利用者の希望と状況に応じた支援計
画が作成され、これに基づき支援が提供されま
す。

　本人、配偶者、四親等内の親族、任意後見受
任者が、家庭裁判所へ申し立てる。
※申し立てる親族等がいない場合は、市町村長
が申し立てることもできます。

中部地域福祉権利擁護センターりんどう
1 8 7 9 － 8 3 5 8（浦添市社会福祉協議会内）
沖縄県福祉サービス利用支援センター
1 8 8 7 － 2 0 2 8

那覇家庭裁判所
1 8 5 5 － 1 0 0 0
浦添市役所　福祉課
1 8 7 6 － 1 2 3 4（内線 3565）

●介護・福祉サービスの情報提供や契約援助
●日常的な金銭管理の支援
税金・保険料、家賃等の支払い、年金の受取り
●苦情解決制度の利用援助
●大切な書類の保管
預貯金通帳、印鑑、有価証券、年金証書等

●財産管理
預貯金の管理、不動産などの処分、遺産分割な
ど財産に関する助言や支援
●身上監護
介護・福祉サービスの利用や施設への入退所の
契約、費用支払い、日常生活上の契約等の支援

成年後見制度 日常生活自立支援事業

対象者

主な

支援内容

支援者

利用の

仕方

費用

問い合わせ

認知症高齢者の権利や財産を守るために
悪質商法などの被害が増えています

浦添市移民史便り 第6回
　前回は、移民調査サークルの戦後新聞記事調査について報告しました。今回は、調査で
収集した昭和 20 年から 28 年の『うるま新報』（以下では表記を省略）からの記事を中心
に、当時の移民出稼ぎの様子を紹介します。

旧
移
民
地
か
ら
の
引
き
揚
げ

　
終
戦
後
、
こ
れ
ま
で
満
州
や
旧

南
洋
群
島
等
の
旧
植
民
地
で
暮
ら

し
た
人
々
が
、
日
本
本
土
を
経
由

し
て
沖
縄
に
引
き
揚
げ
て
き
ま

す
。

　
昭
和
21
年
8
月
17
日
、
本
土
か

ら
の
引
揚
者
第
一
陣
556
名
が
中
城

湾
の
久
場
崎
に
到
着
し
、
港
に
は

「
ウ
エ
ル
カ
ム
・
ユ
ー
・
ホ
ー
ム
」

と
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
琉
球

民
政
府
や
米
軍
の
高
官
ら
が
引
揚

者
を
迎
え
ま
し
た
（
昭
和
21
年
8

月
23
日
付
）。

　
そ
の
後
も
引
き
揚
げ
は
続
き
、

同
年
末
に
は
、
引
揚
者
総
数
は
約

12
万
人
に
も
お
よ
び
ま
し
た
（
同

年
12
月
20
日
付
）。ま
た
、満
州
か

ら
引
き
揚
げ
る
途
中
で
亡
く
な
っ

た
親
族
の
遺
骨
を
持
っ
て
浦
添
に

帰
郷
し
た
字
西
原
出
身
の
兄
弟
2

名
の
記
事
も
あ
り
ま
す（
昭
和
27

年
4
月
12
日
付『
琉
球
新
報
』）。

移
民
先
か
ら
の
支
援
・
訪
問

　
ハ
ワ
イ
や
北
米
・
中
南
米
で
暮

ら
す
沖
縄
出
身
者
か
ら
は
、
復
興

支
援
の
た
め
に
様
々
な
物
資
が
沖

縄
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
昭
和
23
年

9
月
末
に
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
約
500

頭
の
豚
が
沖
縄
に
届
き
ま
し
た

（
同
年
48
年
10
年
１
日
付
）。
他
に

も
、
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
等
か

ら
山
羊
や
医
薬
品
等
が
贈
ら
れ
、

新
聞
の
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
25
年
3
月
に
ハ

ワ
イ
の
沖
縄
出
身
者
が
観
光
団
と

し
て
沖
縄
を
訪
れ
、
浦
添
を
含
む

各
市
町
村
や
会
社
等
が
、
新
聞
に

歓
迎
広
告
を
掲
載
し
ま
す
（
同
年

3
月
14
日
付
）。
そ
し
て
、
観
光

団
の
様
子
は
新
聞
に
連
日
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

南
米
・
八
重
山
へ
の
移
民

　
一
方
で
、
南
米
や
八
重
山
へ
の

移
民
も
進
め
ら
れ
ま
す

　
昭
和
23
年
か
ら
は
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
へ
の
移
民
が
家
族
の
呼
寄
せ

で
は
じ
ま
り
（
同
年
9
月
3
日

付
）、
さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
か
ら

は
八
重
山
へ
の
開
拓
移
民
が
本
格

的
に
は
じ
ま
り
ま
す
（
昭
和
24
年

5
月
16
日
付
）。

　
そ
し
て
、
昭
和
26
年
か
ら
は
、

沖
縄
か
ら
の
移
民
先
を
探
す
た

め
、
米
国
の
テ
ィ
グ
ナ
ー
教
授
が

南
米
各
地
で
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
す
（
昭
和
26
年
9
月
25
日
付

『
沖
縄
新
民
報
』）。
こ
の
調
査
で

の
報
告
は
そ
の
後
の
南
米
移
民
を

後
押
し
し
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
移
民
へ
の
機
運
が
高

ま
る
な
か
で
、
恩
納
村
の
中
学
校

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
一
時
帰
国

者
に
よ
る
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
等
の
移
民
教
育
が
実
施
さ
れ
ま

す
（
昭
和
27
年
3
月
21
日
付
）。

問い合わせ　　浦添市立図書館沖縄学研究室　1876 － 4946

浦添市移民史便り

　
今
回
紹
介
し
ま
し
た
新
聞
記
事

の
調
査
を
、
毎
週
火
曜
日
午
後
7

時
か
ら
9
時
に
浦
添
市
立
図
書
館

沖
縄
学
研
究
室
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
沖
縄
・
浦
添
の
移
民
出
稼
ぎ
に

つ
い
て
学
習
や
市
内
で
の
移
民
調

査
に
参
加
し
た
い
方
は
、
浦
添
市

立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
と
沖
縄

学
講
座
の
会
場
で
会
員
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

引揚者到着についての記事
『うるま新報』（昭和21年
8月23日付）より

アルゼンチン移民についての記事
『うるま新報』（昭和23年9月3日付）より

（19）広報うらそえ　2009年3月1日 2009年3月1日　広報うらそえ（18）


